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2023年度 第 1回 6月 阪大本番レベル模試_世界史採点基準 
株式会社ナガセ 東進 コンテンツ本部 

 

◆以下の採点基準は原則です。実際は個々の答案の状況に応じて採点しています。  

※ 判読のつかない字は加点しない。  

※ 漢字の軽微なミスは2点配点の場合，1点減点とする。ひらがな表記は加点しない。  

※ カタカナ表記の軽微なミスは2点配点の場合，1点減点とする。  

※ 番号で答える問題は，正答の語句を書いても加点しない。 

 

（Ⅰ） 春秋時代から戦国時代への変化 （配点 25点） 

問 1 2点 

問 2 2点 

問 3 14 点 

問 4 7点 

 

問 3 14点満点  ※2点の加点ポイントがあるので注意する（以下同） 

※下線部は指定語句。下線を引く必要はない（引いていても不問）。 
※①または②がなければ満点にしない 
 
 ① 牛耕農法が普及したこと…2点 

 ② 鉄製農具が普及したこと…2点 

  ※「製鉄技術」は，それが農業の発展に寄与したことを書けていれば許容 

 ③ （①または②により）諸侯の国で経済発展が進んだこと…2点 

  ※「産業の発展」「商工業の発展」可 

 ④ 諸侯が周王の権威を無視したこと…1点 

 ⑤ 諸侯が自らを王と称したこと…1点 

 ⑥ 諸侯が富国強兵に努めたこと…2点 

 ⑦ 封建制が崩壊したこと…2点 

 ⑧ 戦国時代が下剋上の時代であったこと…2点 

 ⑨ 経済発展の結果、大商人が出現したこと…2点 

 ⑩ 経済発展の結果、青銅貨幣が流通したこと…2点 

 

問 4 7点満点 

 ① 法家の思想が重用されたこと…2点 

 ② ①のために商鞅が登用されたこと…1点 

 ③ ②を登用したのが孝公であること…1点 

 ④ ①のために李斯が登用されたこと…1点 

 ⑤ ④を登用したのが政（始皇帝）であること…1点 

 ⑥ 儒家思想（儒教）が弾圧されたこと…2点 

 ⑦ ⑥の例として，焚書が行われたこと…1点 

 ⑧ ⑥の例として，坑儒が行われたこと…1点 

  ※⑦⑧「焚書」「坑儒」の語句が用いられていない場合は加点しない。 
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（Ⅱ） 15世紀の海を結ぶ商人――マラッカ海峡（配点 40点） 

問 1 16 点 

問 2 18 点 

問 3 6点 

 

問 1 16点満点 

※①がなければ満点にしない。 

 ① Dがマジャパヒト王国の勢力範囲であること…2点 

 ② 「タタル」が元（モンゴル）軍であること…2点 

 ③ マジャパヒト王国が元軍のジャワ遠征を機に成立したこと…2点 

  ※「マジャパヒト王国が元の侵攻を受けた」は不可（元軍の侵攻を受けたのは前身とな

るシンガサリ王朝であるため） 

 ④ マジャパヒト王国が「ジャワ島」にあったこと…1点 

 ⑤ マジャパヒト王国が元軍を撃退したこと…2点 

  ※②③⑤「元」「モンゴル」（「軍」なし） 可 

 ⑥ マジャパヒト王国が海上交易で繫栄したこと…2点 

 ⑦ マジャパヒト王国がスマトラ島にも進出したこと…1点 

 ⑧ マジャパヒト王国がヒンドゥー国家であったこと…2点 

 ⑨ 交易の中心がマラッカ王国に移ったこと…2点 

 ⑩ ⑨がムスリム商人の来航によるものであること…2点 

 ⑪ 15世紀後半以降にマジャパヒト王国が衰退したこと…1点 

  ※「15 世紀後半以降」は「大航海時代」なども可 

 ⑫ 16世紀前半にマジャパヒト王国が滅亡したこと…1点 

※年号または時代の分かる記述がなければ加点しない 

 

問 2 18点満点 

※①がなければ満点にしない。 

 ① Cがマラッカ王国の勢力範囲であること…2点 

 ② ①がイスラーム国家であること…2点 

 ③ 地図中の Z が明王朝であること…2点 

 ④ ③の鄭和がマラッカ王国を補給基地とした（に立ち寄った）こと…2点 

 ⑤ マラッカ王国が明に朝貢したこと…2点 

 ⑥ マラッカ王国には中国商人が来航したこと…2点 

 ⑦ マラッカ王国にムスリム商人が来航したこと…2点 

 ⑧ マラッカ王国が海上貿易の中心的港市として繁栄したこと…2点 

 ⑨ 16世紀（大航海時代）になるとヨーロッパ人が来航するようになったこと…2点 

 ⑩ポルトガルに攻められ、滅ぼされたこと…2点 

  ※「ポルトガル」「マラッカ王朝の滅亡」について触れていなければ加点しない。「ポル

トガルの攻撃によってマラッカの王宮を占領された」は許容 

 

問 3 6点満点 

 ① 絵画がイスラーム神秘主義（スーフィズム）を表していること…2点 

 ② ①が形式的な信仰を排していたこと…2点 

  ※「（形式主義的な）ウラマーへの批判」なども可。 

 ③ ②の具体例…各 1点 （具体例 1つにつき 1点・2点まで加点） 

  ※「『コーラン』の詠唱」「踊りを繰り返す」「修行と思索に専念する」など。 

 ④ ③により神との一体感を追求したこと…1点 

 ⑤ 東南アジアの土俗的な信仰と親和性があったこと…1点 
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 ⑥ 東南アジアのイスラーム化に貢献したこと…1点 

 

（Ⅲ） 19世紀のアメリカ合衆国の発展（配点 35点） 

問 1 2点 

問 2 33 点 

 

問 1 ジョージ=ワシントン 可 

 

問 2 33点満点 

※下線部は指定語句。下線を引く必要はない（引いていても不問）。 
 

〈Ⅰ イギリス・メキシコとの戦争と領土拡大〉 

 ① アメリカ=イギリス戦争（米英戦争）が行われたこと…2点 

 ② ①が大陸封鎖令をきっかけとしたこと…2点 

 ③ ②はナポレオン（1世）が発布したこと…2点 

 ④ ①を機にアメリカで産業革命が始まったこと…2点 

  ※「第二次産業革命」は南北戦争後なので，④で書いた場合は不可 

 ⑤ ④によりアメリカで保護貿易主義が進展したこと…2点 

 ⑥ ④⑤によりアメリカの経済的自立が進んだこと…1点 

 ⑦ テキサス併合の結果としてアメリカ=メキシコ戦争（米墨戦争）が起こったこと…2

点 

 ⑧ ⑦の勝利によりアメリカがカリフォルニアを獲得したこと…2点 

 ⑨ 1840 年代よりアメリカの西部進出が進んだこと…2点 

  ※年号や時代の分かる記述がなければ 1点のみ 

 ⑩ ⑨のスローガンとして「明白な天命」が唱えられたこと…2点 

〈Ⅱ 南北戦争と領土拡大〉 

 ⑪ 1860年代に南北戦争が勃発したこと…2点 

  ※年号や時代の分かる記述がなければ 1点のみ 

 ⑫ ⑪の最中にホームステッド法が発布されたこと…2点 

 ⑬ ⑫により西部開拓（西漸運動）が進展したこと…2点 

 ⑭ 1890年代にフロンティアの消滅が宣言されたこと…2点 

※年号や時代の分かる記述がなければ 1点のみ 

 ⑮ ⑭以降、アメリカの領土拡大が国外へと移ったこと…2点 

〈Ⅲ アメリカ=スペイン戦争と領土拡大〉 

 ⑯ 19世紀末にアメリカ=スペイン戦争（米西戦争）が勃発したこと…2点 

  ※年号や時代の分かる記述がなければ 1点のみ 

 ⑰ ⑯がマッキンリー大統領の任期中であったこと…2点 

 ⑱ ⑯の結果、アメリカは太平洋への進出を果たしたこと…2点 

 ⑲ ⑯の結果，「プエルトリコ」「フィリピン」「グアム」などを獲得したこと 

…1点（いくつ書いても 1点） 

 ⑳ ⑯の結果，カリブ海への進出（またはキューバの保護国化）を果たしたこと…2点 

 ㉑ ⑯はアメリカによる帝国主義政策の一環であったこと…2点 

〈Ⅳ 論理構成点〉 

 ㉒〈Ⅰ〉・〈Ⅱ〉・〈Ⅲ〉についてバランスよく記されていること…1点 

※〈Ⅰ〉・〈Ⅱ〉・〈Ⅲ〉が，2：1：1 程度のバランスで書かれていれば可 

以上 
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